
（１）イベント事業について
５．青年部会より
（１）７月定例会について
（２）９月定例会について
６．大規模修繕工事関連
（１）設計及び施工の管理業務について

●３日 理事会
１．運営委員会より
（１）出資金の移動について
（２）組合員の脱退について
２.組合運営委員会より
（１）会館運営状況について
（２）町内一斉清掃について
（３）不燃物有料回収について
３．厚生委員会より
（１）ボウリング大会について
（２）インフルエンザ予防接種について
４．問屋町交通安全対策協議会より
（１）違法駐車の取り締まりについて
５．青年部会より
（１）９月定例会について
（２）10月定例会について
●８日 新入社員フォローアップ研修 ７社18名参加
●15日 青年部会10月定例会 公開セミナー 32名参加
　「若手社員とのコミュニケーション術」
　講師／ほくりくアイドル部キャプテン 松井 祐香里氏
●16日 町内一斉清掃　115社122名参加
●18日 不燃物有料回収　　20社参加

５．街力発信委員会より
（１）イベント事業について
（２）防犯カメラ・防犯灯設置補助制度について
（３）石彫の移設について
６．青年部会より
（１）６月定例会について
（２）７月定例会について
７．事務局より
（１）事務局の夏期休暇について
●31日～８月２日　一般健診　222名受診

●５日～７日　付加健診、簡易ドック、
日帰り人間ドック　71名受診

●７日～９日　会館修繕に関する説明会
　61社（内 組合員44社）参加

●19日～21日　健康診断　364名受診

●３日 理事会
１．総務委員会より
（１）景況調査の集計結果について
２．組合運営委員会より
（１）会館運営状況について
（２）町内一斉清掃について
（３）不燃物有料回収について
３．厚生委員会より
（１）サッカー観戦について
４．街力発信委員会より

●５日  商団連 次世代の会in金沢 14団地18名参加

　北は青森、南は鳥取から参加を頂いた。

●９日   新入社員フォローアップ研修 ７社19名参加
●19日 理事会
１．総務委員会より
（１）臨時総会について
（２）景況調査について
（３）一般競争入札について
２.組合運営委員会より
（１）会館売上報告について
（２）会館利用料の改定について
（３）会館各種修繕工事について
（４）水防設備及びレストランスペースの改修案につ

いて
３．厚生委員会より
（１）サッカー観戦について
（２）新入社員フォローアップ研修について　
４．ＢＣＰ委員会より
（１）金沢市卸売業組織力強化支援事業について
（２）広報誌第149号について

9
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7
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　先日、久しぶりに訪ねて来てくれた元組合員さ
ん。お会いするなり「頭、白くなったね～」と言われ
ました。また７月に義姉が亡くなり、静岡へ葬儀に
行ってきました。出棺の前に「男性の方は棺を運ぶ
お手伝いをしてください」というアナウンスがあり、
心を込めてお運びしようと思っていたのですが、
「お手伝いお願いします」のお声は掛かりませんで
した。高齢者に見られたのでしょうか。
　９月には大学時代の恩師が亡くなり、通夜に
いったときのことです。会場のロビーでたむろする
人たちをどこのオジサンかと思いよく見ると、どこ
か見覚えのある顔、顔です。ゼミの後輩たちです。人
のことを言える立場ではないことは重々承知です
が、自分よりも若い人たちが白髪で真っ白だったり、
頭髪が激減していたりしているものの（重ねて申
し上げますが、人のことを言える立場ではありま
せん）その頃の面影が何となく浮かびます。「あ

協同組合金沢問屋センター・キマッシカナザワ第150号　金沢市問屋町2丁目61番地　TEL.076－237－8585　●発行／協同組合金沢問屋センター　●編集／ＢＣＰ委員会

れっ、○○じゃね」、「もしかしたら××君け？」。一
気に40数年前に戻ります。学生時代に一緒に行動
した仲間達もいい年です。時の流れは速いです。
　そんなことを考えていたら、９月21日の奥能登
豪雨です。元旦の能登半島地震から９か月経ち、こ
れからやっと復旧が進んでいくと信じていた矢先
のところへ、あまりにも理不尽な自然災害です。私
には珠洲市に従兄が二人います。年賀状のやり取
りだけで携帯電話番号を知らないため、地震以降
連絡がつきません。風の噂によると一人は能美市
の娘さんのところにいたらしいのですが。無事で
いることを祈ることしかできません。
　能登の復旧は地震のときよりも更に後退した位
置からのスタートになります。私達一人ひとりが何
を出来るか考えた上で、関係各位の皆様には一層
の奮闘をお願いしたいと思います。
 （Ｍ.Ｋ）

会館の休館及び割引率
見直しのご案内

　利用者様や来場者様に使いやすく、
快適な会館を目指して、金沢流通会館
は修繕工事を行います。つきまして
は、令和８年４月～９月頃をめどに休
館いたしますのでご理解の程よろしく
お願いいたします。
　また既報のとおり、組合員や準組合
員の皆さまが会館ご利用時に適用さ
れる割引率についても、令和７年４月
より改定させて頂きます。
　詳細については、組合事務局までお
問い合わせください。

URL https://www.kimassi.or.jp/
KANAZAWA TOIYA CENTER QUARTERLY NEWS        2024年11月

臨時総会を開催
バトンエッセー
組合主催のイベントで夏を満喫
第17回　キマッシカップ・ボウリング
広報誌150号記念特別企画
事務局だより

未
来
を
描
こ
う
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美
大
生
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
５
年
ぶ
り
に
、
金
沢
美

術
工
芸
大
学
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
や
金
沢
美

大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
な

ど
が
重
な
っ
た
た
め
、
久

し
ぶ
り
の
開
催
で
不
備
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
が
参
加

者
か
ら
大
変
好
評
で
し
た
。

ま
た
講
師
役
の
学
生
、
水

彩
画
教
室
を
担
当
頂
い
た

教
員
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

次
年
度
も
開
催
で
き
る
よ

う
協
議
・
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。

組
合
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で

夏
を
満
喫
し
ま
し
た 

　
８
月
24
日（
土
）、
厚
生
委
員
会
の
福
利
厚
生
事
業
と
し

て
、
初
め
て
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
の
試
合
を
観
戦
し
ま
し
た
。

会
場
は
今
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
金
沢
ゴ
ー
ゴ
ー
カ
レ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
。
地
元
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
る
な
か
、Ｆ
Ｃ
琉

球
を
迎
え
撃
ち
ま
し
た
。

　
午
後
６
時
か
ら
開
始
さ
れ
た
試
合
は
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
が

終
始
追
い
か
け
る
展
開
で
、
残
念
な
が
ら
１
対
２
で
敗
れ
ま

し
た
。
ス
タ
ジ
ア
ム
に
は
歓
声
が
響
き
渡
り
、
当
組
合
か
ら

参
加
し
た
大
人
28
名
、
小
中
高
４
名
は
、
攻
め
て
い
る
時
の

ど
よ
め
き
や
シ
ュ
ー
ト
が
外
れ
た
と
き
の
落
胆
の
声
な
ど
の

迫
力
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
Ｊ
３
を
さ
ま
よ
っ
て

い
る
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
で
す
が
、
来
年
は
何
と
し
て
も
Ｊ
２

に
上
が
っ
て
強
豪
チ
ー
ム
と
の
対
戦
を
見
せ
て
ほ
し
い
。

﹇
初
企
画
﹈ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
の
熱
戦
を
ス
タ
ジ
ア
ム
で

　
第
17
回
キ
マ
ッ
シ
カ
ッ
プ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
11
月

６
日（
水
）、14
社
25
チ
ー
ム
75
名（
男
性
42
名
、女

性
33
名
）が
参
加
し
て
金
沢
コ
ロ
ナ
ワ
ー
ル
ド
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
者
数
も
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前

に
戻
り
つ
つ
あ
り
、大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
平
均
点
の
高
さ
で
勝
る（
株
）オ
ー
タ

ニ
が
、15
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。ま
た
、

集
計
作
業
に
誤
り
が
あ
り
再
集
計
を
行
っ
た
た
め
、

表
彰
式
が
遅
く
な
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

優　勝 北村電機産業（株）Ｂ 四方山 美沙 265点
   （149点・116点）
準優勝 金沢機工（株）Ｃ 宮下 麻紀 262点
   （150点・112点）
第３位 成瀬電気工事（株）Ｂ 西尾 由紀子 258点
   （125点・133点）

優　勝 （株）オータニ 868点
  （平均得点144.6点）

準優勝 （株）丸菱Ａ 846点
  （平均得点141.0点）

第３位 北村電機産業（株）Ｂ 832点
  （平均得点138.6点）

【団体の部】

【個人女子の部】
優　勝 理光商事（株） 平野 知宏 425点
   （191点・234点）
準優勝 泰和ゴム興業（株） 加藤 拓也 355点
   （175点・180点）
第３位 金沢機工（株）Ａ 大村 　翔 355点
   （163点・192点）

【個人男子の部】

キ
マ
ッ
シ
カ
ッ
プ

ボ
ウ
リ
ン
グ
開
催

第
41
回
商
社
対
抗

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

第17回

団体の部優勝の
（株）オータニチーム。

男子の部優勝の
平野知宏さん。

※同スコアの場合は、最高得点と最低得点の差が少ない方を上位としました。

女子の部優勝の
四方山美沙さん。

カレンダーを作成。講師役の美
大生も楽しそうに指導していた
（14名参加）。

初心者から経験者まで幅広い方々が参加、真
剣に取り組んでいた（12名参加）。

８月17日（土）
工作ワークショップ
（子ども向け）

８月18日（日）
水彩画入門教室
（社会人向け）

report
2 1

　

今
回
の
地
震
を
教
訓
に
防
災
対
策
の
強
化
を

進
め
、
建
物
の
耐
震
化
や
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の

整
備
、
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、

住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
石
川
県
に
は
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
推
進
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
に
よ
り
環

境
に
優
し
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
農
林
水

産
業
の
収
益
力
向
上
と
次
世
代
へ
の
継
承
を
図

り
、
地
域
経
済
の
安
定
と
発
展
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
石
川
県
は
、「
幸
福
度
日
本
一
」を
目
指

す
べ
く
、
住
み
や
す
く
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
教
育
や
医
療
、
福

祉
の
充
実
を
図
り
、
す
べ
て
の
県
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を

遅
延
な
く
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
し
て
地
域
間
の
連
携
と
交
流
を
促
進
す
る

こ
と
で
、
石
川
県
全
体
の
魅
力
を
高
め
る
取
り

組
み
、
観
光
資
源
の
活
用
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
通
じ
て
地
域
の
個
性
と
魅
力
を
発
信
し
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
令
和
６
年
は
、
石
川
県
に
と
っ
て
大

き
な
試
練
の
年
で
し
た
が
、
そ
の
試
練
を
乗
り

越
え
る
こ
と
で
新
た
な
成
長
の
機
会
を
得
ま
し

た
。
地
域
の
結
束
と
未
来
へ
の
希
望
を
胸
に
、

私
た
ち
は
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
歩
み
続

け
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
石
川
県
の
未
来
に
期
待

し
、
共
に
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
６
年
は
、
石
川
県
に
と
っ
て
試
練
と
成

長
の
年
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

能
登
半
島
地
震
と
い
う
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
一
方
で
、
地
域
の
結
束
と
復
興
へ
の
強
い

意
志
が
新
た
な
未
来
を
切
り
拓
く
原
動
力
と
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

　

令
和
６
年
元
日
、
能
登
半
島
を
襲
っ
た
地
震

は
、
多
く
の
建
物
や
イ
ン
フ
ラ
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
被
災
地
へ
の

道
路
も
多
く
の
箇
所
が
損
壊
し
、
迅
速
な
対
応

に
は
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
地
域
住
民
の
協
力

に
よ
り
、
復
旧
作
業
は
着
実
に
進
行
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
特
に
、
復
旧
・
復
興
に
必
要
な

道
路
の
整
備
が
優
先
的
に
行
わ
れ
、
住
民
の
生

活
は
徐
々
に
安
定
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
の
影
響
で
停
滞
し
た
経
済
活
動
も
、
観

光
業
や
地
元
産
業
へ
の
支
援
策
に
よ
り
再
び
活

気
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
が
、
能
登
地
域
は
ま

だ
ま
だ
時
間
が
掛
か
り
そ
う
で
す
。
観
光
施
設

の
修
復
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
行
わ
れ
、

観
光
客
の
呼
び
戻
し
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
元
企
業
へ
の
補
助
金
や
低
利
子
融
資
が
提
供

さ
れ
、
経
済
の
再
建
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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エ
ッ
セ
ー

エ
ッ
セ
ー

株式会社鳴和電気商会
代表取締役会長

宮下 誠次

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

―
試
練
を
乗
り
越
え
新
し
い
成
長
の
機
会
に
―

臨
時
総
会
を
開
催

１
．総
会
の
種
類 

臨
時
総
会

２
．招
集
期
日 

令
和
６
年
８
月
６
日

３
．開
催
期
日 

令
和
６
年
８
月
27
日

４
．開
催
場
所 

金
沢
流
通
会
館　

 
 

 

大
ホ
ー
ル「
パ
ル
ス
」

５
．組
合
員
総
数 

１
０
６
人

６
．出
席
総
数 

本
人
出
席
47
人 

 
 

委
任
状
出
席
34
人

７
．議　
長 

髙
桑 

幸
一

【
議　
事
】

〈
第
１
号
議
案
〉
金
沢
流
通
会
館
の
大
規
模
修
繕

に
つ
い
て

■Ａ 

大
規
模
修
繕
工
事
案
に
つ
い
て

　
会
館
の
利
用
者
流
出
防
止
や
工
事
費
削
減
の

観
点
か
ら
、大
規
模
な
修
繕
は
１
回
に
集
約
し

た
い
。

■Ｂ 

貸
出
停
止
時
期
案
に
つ
い
て

　

組
合
員
の
利
用
率
が
高
い
時
期
を
避
け
、令

和
８
年
４
月
〜
９
月
頃
を
選
定
し
た
。

■Ｃ 
工
事
費
支
払
い
に
つ
い
て

　
税
制
面
を
考
慮
し
て
、工
事
費
用（
最
大
３
億

円
程
度
）の
多
く
を
借
入
金
で
賄
う
の
が
最
善

と
考
え
る
。赤
字
決
算（
繰
延
を
含
む
）や
返
済

で
納
税
額
を
抑
え
、今
後
の
修
繕
の
み
な
ら
ず

約
20
年
後
の
新
会
館
建
設
に
備
え
て
い
き
た
い
。

〈
第
２
号
議
案
〉
賦
課
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て

　

第
１
号
議
案
の
実
施
に
あ
た
り
、組
合
の
収
支

状
況
を
改
善
す
る
た
め
の
案
を
提
示
。そ
れ
に
よ

り
、予
算
額
と
し
て
約
１
千
万
円
を
捻
出
し
た
い
。

●
研
究
調
査
費
や
懇
親
会
等
の
縮
小
・
廃
止

●
賦
課
金
役
員
割
新
設（
平
均
＠
３
万
円
前
後
）／

会
館
使
用
料
組
合
員
割
引
率
を
２
割
へ
／
各
種

団
体
へ
の
負
担
金
削
減 

以
上
、令
和
７
年
よ
り

●
駐
車
場
値
上
げ（
月
額
１
台
＠
２
０
０
円
）／
賦

課
金
面
積
割
値
上
げ（
年
間
坪
50
円
）

 
 

以
上
、令
和
８
年
度
よ
り

　
議
長
は
全
て
の
議
案
審
議
を
終
了
し
た
旨
を
告

げ
、
閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
て
退
席
、
午
後
２
時
24

分
に
終
了
し
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
に
も
ご
負

担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

髙桑理事長の進行により審議が行われた。

協
同
組
合
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー

令
和
６
年
８
月
27
日（
火
）午
後
２
時
か
ら
、金
沢
流
通
会
館
に
て
臨
時
総
会
を
開
催
。こ
れ
か
ら

組
合
が
進
む
べ
き
方
向
を
踏
ま
え
て
、金
沢
流
通
会
館
の
修
繕
計
画
及
び
そ
の
財
源
に
つ
い
て
説

明
等
が
行
わ
れ
、、全
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。



広
報
誌
１
５
０
号
記
念
特
別
企
画
！

主な内容
理事長挨拶 完成８年目の組合の現状／正副理事長、
近代化研究会幹事（現 青年部会）による座談会／保
険代理店業務の開設について（現在当組合では行っ
ていない）／８つ委員会と近代化研究会の動向

広報誌の原点とも言える「理事会報告」と
「事務局だより」は創刊号から、編集後記は
第２号から掲載されています（新年号恒例
の「歳男大いに語る」は３号からスタート）。

１
９
７
５
年
７
月
に
広
報
誌
第
１
号
を
発
行
し
て
か
ら
、約
50
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。ペ
ー
ジ
に
刻
ま
れ
た
掲
載
当
時
の
活
動
や

研
修
会
等
の
様
子
を
た
ど
り
な
が
ら
当
組
合
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

Topics２

このころ組合はこのころ組合は
金沢流通会館の建築構想が出始めていました。
組合主催の野球大会に34社、ソフトボール大
会に25社、麻雀大会は100名超、またダンス
パーティーには200名超の参加があったそう！
いまからは想像できません。

社員園遊会や初荷初市など、
今は行われていない行事も。

1992年の25周年では社員の
家族も参加してディズニー

ランドへ。

1992年の25周年では社員の
家族も参加してディズニー

ランドへ。

Topics１

賑やかな組合
主催の行事もいろいろ

竣工記念式典と披露パーティー、
日を改めて行われた華やかなき
ものファッションコンサートの様子
が掲載された。

竣工記念式典と披露パーティー、
日を改めて行われた華やかなき
ものファッションコンサートの様子
が掲載された。

第29号（1984年６月
発行）で金沢流通会館
の竣工を特集

第２団地の造成工事完成
団地加入の申し込み増加によ
り現在の問屋町３丁目を追加
で造成した。

第２団地の造成工事完成
団地加入の申し込み増加によ
り現在の問屋町３丁目を追加
で造成した。

浜松卸商業団地を視察
組合共同事業の積極的な取り
組みを視察して報告。

浜松卸商業団地を視察
組合共同事業の積極的な取り
組みを視察して報告。

あ
の
時
の
広
報
誌
か
ら
見
え
て
く
る

協
同
組
合
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
の
変
遷

創刊号
＜1975年７月発行＞

こ
れ
か
ら
も
、組
合
員
皆
様
の
様
子
や
組
合
の
活
動
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、記
録
を
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と

し
て
発
行
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。引
き
続
き「
わ
が

社
を
Ｐ
Ｒ
」や「
う
ち
の
キ
ラ
リ
ン
さ
ん
」に
出
て
く
れ

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

Topics３

■第32号  「金沢問屋センター
ニュース」にタイトルを変更。

■第74号  Ｂ5からＡ４サイズに変え、
デザインも一新した（第97号で
縦書きへとリニュアル）。

広報誌の
リニュアル史

主な内容
通常総会報告／役員・委員一覧と新委員長抱負／
交通安全対策協議会総会報告／厚生年金基金設
立にむけて／福利厚生事業計画

このころ組合はこのころ組合は
青年部会が企画運営を行う「キ
マッシカナザワなつまつり」が３
回目に。問屋まちと地域の交流
を図る事業は現在も「キマッシ
秋まつり」に受け継がれています。

華やかな祝賀会の様子を掲載。

中国古典から経営の基礎を学ぶ「金沢
商人塾」は第10期まで開催された。

今も続く学童野球への支援事業。
式典に参加された小学生も今は
アラサー！

今も続く学童野球への支援事業。
式典に参加された小学生も今は
アラサー！

第50号
＜1991年8月発行＞

このころ組合はこのころ組合は
福利厚生事業が充実。この数年前からゴルフ大会
も始まり、健康診断も実施するなど現在に近い形
になってきました。また厚生年金基金設立に向け
て情報発信も行っています（現在も企業年金をお
勧めしています。詳細は事務局まで）。

組合員企業の
新入社員歓迎式＆研修
流通会館の大ホールを会場に200
名を超える方が受講していた。

組合員企業の
新入社員歓迎式＆研修
流通会館の大ホールを会場に200
名を超える方が受講していた。

問屋町交通安全対策協議会総会
広報誌への登場は少なくなったが現在
も活発に活動している。

問屋町交通安全対策協議会総会
広報誌への登場は少なくなったが現在
も活発に活動している。

主な内容
団地完成40周年記念式典・祝賀会
／記念事業（学童野球支援）披露／
青年部会によるビジョン発表／５委
員会活動報告／第４期商人塾

第100号
＜2007年11月発行＞

団地完成
40周

年記念号


